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所在市町村

所在地補足

構造・仕様等

規格・法量等

該当年代

文化財指定

説明

公開情報

参考資料

関連サイト

　近世の交易拠点として道内各地に設置された「場所」が、利尻
島本泊に開設されたのは17世紀半ば頃と推定されています。場
所請負制度に伴い、1765（明和2）年岡田弥三右衛門（恵比須
屋）により運上屋が開かれました。その後、1823（文政6）年には
藤野四郎兵衛（柏屋）に引き継がれ、その支配人阿部喜右衛門や
船頭などにより奉納された石灯篭（1825（文政8）年）や手洗鉢
（1826（文政9）年）、鳥居（1827（文政10）年）が境内に残さ
れています。
　利尻山の神（大権現）を祀る源流の神社であり、社殿が島内で
唯一、山の方角に向いています。

拝観可能
説明板設置

利尻富士町教育委員会2005『りしりふじの文化財⑳』

1765（明和2）年？

利尻富士町指定有形文化財（昭和54年10月26日指定）

利尻富士町

道道沿い説明板のある入口（説明板あり）より約2ｋｍの場所に所在

木造

写真 歴史的建造物

　宗谷遺産アーカイブ　

おくのいん https://goo.gl/maps/s7e9h34oNDAJpwky9

奥の院 利尻富士町鴛泊字本泊


